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ひとりからみんなへ 
                                    校長 加納 敏幸 

 

 「グッバイ・ウェーブ（Good-bye Wave）」をご存じでしょうか。飛行機が動き出すときに航空整備

士や飛行機の出発に関わる仕事をする人が手を振って、飛行機を見送る仕草のことを言います。見送

るスタッフの人数は様々ですが、きれいに一列に並んで手を振り、最後には一礼をして、その場を離

れます。 

 今では当たり前の光景ですが、ルーツを辿ると１９７０年代の前半、沖縄那覇空港に勤務していた

日本の一人の整備士が、お客様に寄り添う気持ちから手を振り始めたことのようです。その姿は後輩

整備士たち引き継がれ、日本全国の空港に広がり見られるようになりました。 

 また、この「グッバイ・ウェーブ（Good-bye Wave）」は、特に航空会社のマニュアルや規定に定め

られているものではなく、日本人らしいおもてなしの心から生まれたことも注目すべき点です。飛行

機を利用する方は、旅行者ばかりではありません。仕事での出張や、急な用事で利用する方も多いで

しょう。電車やバスとは違う乗り物である飛行機に、いつもとは違う緊張をしている方もいるかもし

れません。そんな方々を思いやり「行ってらっしゃい」「お気をつけて」「安心して空の旅を」「またお 

越しください」など、心の中で想いを巡らせお客様に寄り添いながら手を振る。短い時間のちょっと

した仕草の裏側には、そんなおもてなしの心がありました。 

 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが変わり、初めて迎えた夏休み。皆様はどのよ

うに過ごされたでしょうか。もちろん感染症がなくなった訳ではありませんが、多くの場面でコロナ

前のように人と人とのふれあいや賑わいが自然な姿に戻ってきたように、私は感じています。それは

学校でも同様です。これまで制限のある中で工夫して取ってきたコミュニケーションが挙げられます。

例えは、「互いに顔を見合わせ、声を出して話をする」「仲間や友人と一緒にでかける」「仕切りがなく

なり相手を感じて対応する」等でしょうか。よりよい生活をしていく上で最も重要となるものは“つ

ながり=コミュニケーション”と、私は考えます。相手の気持ちを考え察することは大切な視点ですが、

相手を直接感じ考え行動する視点も欠かすことはできません。 

 「グッバイ・ウェーブ（Good-bye Wave）」は、一人の整備士が自分の意思で始め行動に移したこと

で広まりました。“ひとりからみんなへ”これまで培った個のよさを大切にしながらも、みんなで創り

上げる充実した二学期となるよう、職員一同、子供たちの指導支援に努めてまいります。保護者・地

域の皆様におかれましては、しばらくは、厳しい残暑が続くようです。どうぞ健康にご留意ください。

武里小学校に関わるすべて皆様、二学期もこれまで同様、本校教育活動にご理解・ご協力くださいま

すようお願いいたします。 

わかたけっこのみなさん、学校に帰ってきてくれてありがとう！   
二学期もよろしくお願いします。 

芸術鑑賞会 
芸術鑑賞会を、7 月 6 日（木）に行いました。文化庁の「文化芸術による子供の体験

事業」に昨年度に続いて本校が選ばれました（本当にラッキーな出来事です）。 

「劇団青い鳥ティアティカル・カンパニー」による演劇となりました。子供達が普段 

あまり触れることのない、本格的な舞台公演でした。 

低学年と高学年の２部に分けての実施となりました。演者のしぐさ、目線、表情、声の

出し方、息遣いなどとても身近に感じることができ、子供たちも心から楽しんでいました。 
 

 
 

 

 

質の高い教育を 

提供するために、 

夏季休業中におい 

ても教科等の研修 

や服務に関する研 

修、教育環境の整 

備を全教職員で協 

力して行いました。 

 

 

 

学校からの緊急連絡は、全てメール配信で

行っています。確実に各ご家庭にメールが届

いているかを確認するために、テストメール

を配信します。テストメールが届かない場合

は、担任まで連絡帳等でお知らせください。

登録用紙を再度お渡しします。 

 

テストメール配信日時：９月１日(金) 正午

 

第 150 回 運動会を実施します 
 ９月３０日（土）に第 150 回運動会を開催します。急な感染状況拡大等によっては、急遽実

施内容の変更、保護者参観の見合わせ、運動会自体の延期や中止もあることをご理解ください。

詳細は後程配付する文書をご覧ください。 

※運動会の名称については、子供たちと相談し決定の予定です。 

日時：９月３０日（土）（予備日１０月１日（日））  

・振替休業日は 10 月２日（月）です。 

・雨天等の際は、３０日（土）を休業日とし、翌１日（日）に延期します。 

・１日（日）も延期の際は、午前中授業を行い（非公開）、運動会を３日（火）に行います。 

あらすじ 
遠い昔、この地方ではまわりの国々との長い争いが続いていました。そんな中 生

まれて間もなく母と離れ離れとなってしまったアーサーは、街から離れた森の片隅

でブリタニア国の騎士であったエクトール卿のもと立派な青年として育ちました。

エクトール卿にはアーサーと同じ年ごろの子どもが二人いました。兄のダニエル、

妹のケイティはアーサーととても仲が良く まるで本当の兄妹のようでした。 
 ある日 いつものように森で剣の練習をしていた彼らの前に、突然不思議な老人

が現れました。「アーサーお前の力を試す時が来た！宝剣エクスカリバーを取り戻

すのだ!!」この国に古くから伝わる伝説“エクスカリバーが真の勇者を選ぶとき 剣は

長い眠りから目覚め 光を放つだろう”というものでした。選ばれし者がこの宝剣を

手にする限り この国には富と平和が輝くだろうというのです。しかし その剣が闇

の魔術師モーガンの手に渡ってしまったのです。 
 こうしてアーサーの剣の修業が始まりました。けれど ダニエルは心のどこかで

悔しさを感じていました。そんなダニエルのもとへ闇の魔の手が・・・ダニエルの

小さな嫉妬の心を利用しアーサーを意のままに操ろうとしていました。謎の騎士の

登場、襲いかかる魔物たち、そして明かされる彼の出生の真実・・・（続きはお子さ

んからお聞きください。） 


